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     ２ 児童・生徒理解部  

      児童・生徒の社会性を育む集団づくり 

      ～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～ 

             ( 第１年次 ) 

３ 個人研究及び教材・教具創作品の部  

 

 

       佐 賀 市 教 育 委 員 会 

       佐 賀 市 教 育 研 究 所 



はじめに 

「教育という崇高な使命に邁進することが教師の条件である」 

国語教育研究家の大村はまは断言しています。教育には「不易」と「流行」がありますが、教師は社会情勢

や時代のニーズ、子どもたちの実態に応じて、最も効果的な教育法を学び続けていかなければなりません。 

 私たちが学ぶことのできる手立ての一つとして、昭和２８年の立ち上げから脈々と続く、この市教育研究所

があります。その歴史と伝統を受け継いで、今年度も「課題研究部」「児童生徒理解部」「個人研究および教

材・教具の創作」の３部で研究に取り組んできました。 

 「課題研究部」では、子どもに育むべき教育の視点である知・徳・体のうち、「健やかな体」が「確かな

学力」「豊かな心」に比べ、その取り組みが十分ではないとの認識から、今年度、研究主題を「体育の楽しさ

を求めて主体的に取り組んだり、自らの健康・体力向上に向かったりする児童生徒の育成」と設定し、「小学

校体育部」「中学校体育部」「養護部」の３部会で研究に取り組みました。 

 「小学校体育部」は、どの先生でもできる運動の特性を踏まえた楽しい授業づくり、「中学校体育部」は、

技術の習得を目指してどの生徒も主体的に取り組む授業づくり、「養護部」では児童生徒が自らを振り返りな

がら改善へと進むことができる健康教育の映像資料の作成に取り組みました。 

 ３部会それぞれが実践による検証を重ねてきたことにより、児童生徒が主体的に学習できる学習過程や学習

カード、学習資料、映像資料の提案ができました。 

「児童生徒理解部」の取組は、昨年度の自尊感情や自己肯定感を高める実践を踏まえて、今年度は「社会

性を育む集団づくり」～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～と研究主題を設定し研究を行いました。実

践に当たっては、「学習集団づくり部」と「授業づくり部」の２つの部において、「承認されやすい状況づく

り」と「承認の可視可」を手立てや支援の重点として取り組みました。これらの手立てや支援を通して、自己

有用感に関する観点が明確になり、児童・生徒への自己有用感の意識付けが高められたことから、自己有用感

をもてる支援のあり方に迫ることができたのではないかと思われます。 

「個人研究及び教材・教具の創作」は、１２名の先生方（小学校１０名・中学校２名）が、特別支援教

育・図画工作科・ICT 教育など幅広い分野において、学力向上つながる指導法や学級づくり、初任者指導の指

導法など実践に基づく研究をされました。佐賀市教育研究発表会では子どもたちの成長の様子が示され、参観

の先生方に多くの示唆を与えるものとなりました。 

 取り組まれた先生方から、後日、「子どもたちの姿に変容が見られたとき、『やって良かった』と心から思

った」「自分が一生懸命に取り組んだことについては胸を張って語ることができる。自分に自信がついた」「今

の年齢で個人研究に取り組むことができ、学び続ける教師でありたいと今後の教職への心構えができた」との

感想がありました。研究に取り組まれた先生方の研究内容についてはもちろんのこと、このような先生方の学

び続ける姿勢についても、佐賀市内の先生方と共有できることを願っています。 

 最後になりましたが、本教育研究所の研究推進にあたり、終始熱心にご指導してくださった「課題研究部」

顧問の三瀬校小学部 儀間校長先生、鍋島小学校主幹教諭 坂井規子先生、「児童生徒理解部」顧問の西川副

小学校 古賀善充校長先生、城東中学校 中野義文校長先生、そして大変お忙しい中で、全力で研究・実践に

取り組まれた研究所員及び個人研究の先生方に厚くお礼申し上げます。合わせて、本研究に対してご理解とご

協力をいただきました各小中学校の校長先生はじめ諸先生方に心より感謝申し上げますとともに、来年度も、

ぜひ本教育研究所にご協力いただきますようお願いします。 

平成２８年 ３月 

佐賀市養育研究所 所長 中村祐二郎 
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Ⅰ 研究主題について 

現行学習指導要領は、「生きる力」を育むことを理念として作成されている。 

その生きる力には「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の３要素があり、体育や保健の授業は「健

やかな体」を育むための重要な役割を担っている教科である。体育科の学習指導要領の要点には「生涯

にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を培う観点を重視し、各種の運動の楽しさや喜びを味わうこ

とができるようにする」「保健については、身近な生活における健康・安全に関する基礎的な内容を重

視すること」などが挙げられている。 

学校の体育で「健やかな体」は育みやすいと考える。しかし、現在の学校現場においては「健やかな

体」についての研究は他の要素に比べると少ないため、指導法について学ぶ機会が十分にあるとは言え

ない。そのため、佐賀市の小・中学校では、体育科の学習内容が教師の得意・不得意に左右されたり、

教師の経験に頼って指導してしまったりして、教師によって学習内容や学習過程、学び方等が大きく異

なる実態があり、体育科のねらいに合った十分な指導が行われているとは言い難い。さらに、小・中学

生を取り巻く環境も大きく変化し、「健やかな体」を育むには欠かせない、「バランスのとれた食事」「十

分な睡眠」「適度な運動」が軽視されている。小・中学生の生活習慣を望ましいものに改善していく必

要がある。 

 このような、佐賀市小・中学校の実態を踏まえ、運動の特性に触れた楽しさを感じられる体育科の授

業が大切であると考え、本研究主題『体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自らの健康・体力

向上に向かったりする児童生徒の育成～特性に触れる楽しさを大切にした授業づくりと健康・体力づく

りの取り組みを手立てとして～』を設定した。この主題のもと、小学校体育部、中学校体育部、養護部

に分かれ、授業実践を通して、研究を進めることにした。 

 

Ⅱ 研究の内容と方法 

  研究主題で述べたように、体育や保健の授業では、教師により学習方法や活動内容が異なり、児童

生徒が体育の授業の中で運動の特性を十分に味わうことができていないことが課題として挙げられ

る。また、全国体力・運動能力、運動習慣等の調査の結果を見てみると、体力と生活習慣には深い関

連があることが指摘されている。 

  そこで、今年度の研究所員会では「運動の特性に触れる楽しさを大切にした授業づくりや児童生徒

の健康・体力づくり」を目指した授業実践を行った。小学部・中学部の体育科では、児童生徒の実態

を把握した上で、実態に合った授業づくりを行い、実践を行った。養護部では、「生活習慣を振り返

り、改善を図るような保健指導を行う」ことを目的とし、生活習慣の「食事」「睡眠」「運動」の３つ

の中から、今年度は「睡眠」に重点を置き、ＩＣＴを活用した教材を作成し実践を行った。 

  これらの手立てをとることで、児童生徒が運動に親しむことができ、自分の生活習慣をより良くし

ていこうとする意識を高めることができるであろうと考える。 
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Ⅲ 研究の実際 

 １．小学校体育部 

  （１）実態 

     本研究所員や佐賀市体育部会、指導主事等の意見を聞く中で、小学校体育科の授業において、

教師側と子ども側それぞれに課題を感じている。 

教師側の実態としては、まず、小学校体育科には教科書がない。そのため、教師一人ひとり

の経験をもとに授業を行いがちである。そのことにより、教師によって学習内容や方法が異な

るため、学年ごとの系統性を持つことが困難になっている。また、安全面などの不安から、教

師が中心となって指導していく一斉指導型の傾向が強く、子どもたちが主体的に活動する機会

が少ないと感じるし、活動量を十分に確保

するのも難しくなっている。さらに、体育

の授業となると、教具や学習カードなど準

備するものが多く、負担を感じ、敬遠しが

ちになっていることもある。 

子ども側の実態を把握するために事前に

アンケートを行った。その結果、多くの子

どもたちは体育が好きだと感じている。そ

れは、体を動かすことが好きであるという

ことと、友だちとより多く関わることがで

きるということからだと考える。しかし、体育の授業の中で、各運動の特性（その運動が持つ

動きや学習方法）に触れた楽しさを十分に味わうことができているとは限らない。そのため、

子どもたちには、運動の特性に触れた楽しさを味わわせたいと考えた。 

   

（２）授業づくりの視点と授業づくりの流れ 

  小学校の体育科の実態でも述べた通り、子ども達が主体的に活動する機会が少なく、一斉指導

型の授業になりがちなため、運動量を十分に確保することが難しい。さらには、安全面に不安を

抱えながらの授業をしている実態があるため、授業を作る上で３つの視点を設定することにした。

一つ目は「運動の特性に触れながら主体的に活動する指導法の工夫」、二つ目は「運動量を確保

した学習過程の設定」、三つ目は「安全面を配慮した指導法のポイント」である。ここからは、

それぞれの視点にそいながら、授業づくりの手立てについて述べていく。 

 

① 授業づくりの視点  

視点１ 運動の特性に触れながら主体的に 

活動する指導法の工夫 

ア 学習カード 

     まず、既存の学習カードを所員で見合う場を設けた。話し合いを通して、子ども達が自

分でする技を決めることができ、学習カードを書く時間を減らすことのできるものを作成

することにした。 

     作成した学習カードは図１である。めあて１とめあて２で取り組む技を後述する系統表
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にそって決めさせ、活動をさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 系統表 

・跳び箱運動が苦手な子に対する配慮として、低学年のとび箱運動遊びの中の 

「またぎおり」「またぎのり」を系統表に設定した。（図２）また、股関節が固い児童への 

配慮として、技によってはとび箱の縦と横のどちらか片方ができれば次のレベルへ進んで 

いいこととした。 

 

 

 

 

ウ 学習資料 

・佐賀県保健体育研究会小学校部会が作成し 

た「さがの体育」や「佐賀市小学校体育授業 

作り冊子」を参考に作成した。（図３） 

学習資料には、技の形態図と練習の場を例示 

し、子ども達が資料を見ながら活動でき 

るように工夫をした。 

 

 

 

 

 

 

図１ 

図２ 

図３ 
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エ ポイントボード 

・拡大した形態図を、いつでも見れるように 

体育館に提示した。（図４） 

その形態図に子ども自身が気づいた技のコ 

ツを付箋に書くように指示し、学習過程が 

進むにつれて、形態図が技のコツでいっぱ 

いになるように工夫した。 

 

 以上のような、手立てをとることで、跳び箱運の特

性に触れながら、子ども達が主体的に活動ができるよ

うにした。 

 

視点 2 運動量を確保した学習過程の設定 

まず、準備や片づけをグループごとにわりふることで、運動量を確保する時間を多めに設定する

ようにした。次に、めあてを選択性にすることで、学習カードに記録する時間の短縮をねらった。

さらに、めあて１とめあて２の間の一斉指導の時間を安全面、技能面など、話す内容を焦点化する

ことで時間を短縮することとした。以上の工夫をすることで、運動量を多く確保できるような学習

の流れとした。 

 

視点 3 安全面を配慮した指導法のポイント 

 さまざまな高さのとび箱（４段、５段、６段）を用意し、それぞれに縦と横のとび箱を準備した。

そのことにより、子どもたちの身長や技能にあったとび箱を選ぶことが可能にした。また、既存の

系統表を見直した。いくつかの技においては、技の縦と横のどちらか片方ができれば次の技へ進む

ようにすることで、股関節の固い児童に配慮した系統表になった。以上のように、さまざまな高さ

や数を用意させ、めあての技は易しいものから選び、できるようになったら難易度の高いものへと

選択させることで安全に配慮した活動をした。 

 

② 授業づくりの流れ 

ア 領域決め 

イ 事前アンケートの実施 

ウ 指導案づくり 

エ 学習カードづくり（系統表・系統図含む） 

オ 授業実践検証（4回） 

カ 事後アンケート、考察 

 

 

 

 

 

図４ 
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（３）授業の実際 

 ①単元の指導案の例 

第５学年４組 体育科学習指導案 

第６校時 場所：体育館 

児童数 計 37 名 

指導者 教諭 戸高 俊彦 

１．単元名 跳び箱運動 

 

２．運動の特性 

（１）一般的特性 

 自分に合った高さや向きの跳び箱で、今できる技を上手にしたり、いろいろな跳び越し方に挑戦し

たりして楽しむ運動である。 

（２）子どもから見た特性 

 ・クラスの 37 名全員が、４年生までに「跳び箱」を経験している。 

 ・「跳び箱運動」が好き・まあまあ好きと答えた子どもは 28 名いる。その理由は「跳べると嬉しいか

ら」「高い段に挑戦するのが楽しいから」「いろんな跳び方があるから」などである。一方、あまり

好きではない・きらいと答えた子どもは 10 名いる。その理由は、「跳べないから」「けがをするか

ら」「段数が高くなると跳べなくなるから」などである。 

 ・「跳び箱運動」の授業で、子どもができるようになりたいことは、「いろいろな技で跳びたい」と「跳

び方のコツをつかみたい」が同数で 24 名、「高い跳び箱に挑戦したい」が 23 名、「自分の記録に挑

戦したい」が 19 名、「きれいな着地をしたい」が 18 名、「きれいな姿勢で跳びたい」が 16 名、「リ

ズムよく跳びたい」が 14 名である。 

 ・「跳び箱運動」の授業で、子どもが跳ぶヒントとしたいものは、「やわらかいマット」が 20 名、「練

習専用の跳び箱」が 18 名、「ビデオカメラ（自分の跳び方を見る）」と「上手な人の映像（動画）」

が同数で 13 名、「跳び方が書いてある本」が 7 名である。 

 

３．運動の学び方 

 ・「めあて（課題）」を自分で立てることができると答えた子どもは 29 名いる。 

 ・わからないときやできないときの主な解決方法は、「友だちに聞く」が 18 名、「自分なりに考える」

が 9 名、「先生に聞く」が 6 名、「学習カードの絵を見る」が 3 名、「誰にも聞かないでそのままに

する」が 1 名となっている。 

・1 学期に行った短距離走・リレーでは、学習カードにめあてとふり返りを書いた。 

 

４．教師の授業への意図 

・3 年生までに、開脚跳び・かかえこみ跳び・台上前転を主とした学習をしていることから、開脚跳

びをできない子どもが苦手意識を持っているようだ。今回の学習では、「跳び箱遊び」の要素を取

り入れた「踏み越し跳び」等の簡単な技から、「大きな台上前転」等の発展技までいろんな技を経

験させ、苦手意識をできるだけなくしていきたい。 

 ・技の出来栄えを高める楽しみと、新しい技に挑戦する楽しみの両方を味わわせたいので、今回は活
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動形態をスパイラル型にして学習を行う。 

 ・自信のない子や跳び箱に対して恐怖心を持っている子どもがいるので、練習用の跳び箱として、周

囲にマットを敷いた跳び箱の場を用意する。 

 ・子どもの発達段階から今回は７段までを跳ばせる。それぞれ縦方向と横方向の両方から跳べるよう

な場を準備し、自分に合った高さを選ばせる。 

 ・跳べない子が跳ぶための動きをイメージできるように形態図を用意し、授業の中で見ることができ

るように準備しておく。 

 ・一般的なコツだけでなく、子ども自身が実感したコツを共有するために、技ができた子はポイント

を書いた付箋を形態図にはり、できない子は技に取り組むときのつまずき解決に役立てる。 

 ・学習資料は、自分に合っためあてが決めやすいように技の系統表や、つまずき解決の資料になるも

のを用意する。 

 ・準備運動には、「跳び箱運動」につながる動きを取り入れ、「馬跳び」や「かえる跳び」「うさぎ跳

び」を行う。 

 ・できている技がすぐに分かり、めあてを立てやすいように系統表に合格シールをはるようにする。

合格の基準は、着地がきちんとできる（一歩まで）とする。 

 ･ 子ども同士の教え合いを活発にするため、ホワイトボードにネームプレートを提示し、誰がどの

技に挑戦するかを技ごとに明確にする。 

・今、自分ができる技を確認させるために、1 時間目に技調べを行う。 

  

５ 学習のねらいと道すじ 

 （１）学習のねらい 

  高さや向きを変えて，今できる技で楽しんだり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。 

 （２）学習の道すじ 

時 １ 

 

２ 

指導案① 

３ 

指導案② 

４ 

指導案③ 

５ 

指導案④ 

６ 

0 

 

45 

オリエンテーション めあて１ 高さや向きを変えて，今できる技で楽しむ 

 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 技調べ 

 

６ 評価規準 

 ○跳び箱運動に進んで取り組むとともに，安全に活動しようとしている。【関心・意欲・態度】 

 ○自分の力にあっためあてをもち，活動を工夫している。【思考・判断】 

 ○基本的な支持跳び越し技ができる。【技能】 

 

 

 

 

 

まとめ 
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７ 学習活動と指導 

時

数 
学習活動 指導 

１ ○学習のねらいと道すじを理解し，学習の進め方に見通しを持つ。 

・学習の進め方や学習カード，跳び箱の配置の仕方，使い方を知る。 

○技のできばえを高めること，自分に合っためあてを持つことを確認する。 

○技調べをする。 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

１．準備運動をする。 

２．めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．めあてにした技の練習をして楽しむ。 

・それぞれの場で練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学習の振り返りをする。 

 ・活動中のよかったことや困ったことを発

表する。 

 

 

○跳び箱運動で使う動きをもとに準備運動を

行う。 

○前時の振り返りをもとに自分のめあてを立

てているか確認させる。 

○跳び箱やマットなど，安全に準備できてい

るか確認する。 

○自分ができる技の高さに挑戦したり，「跳び

箱運動」の技の系統表から，挑戦する技を

選択したりしてめあてを立てさせる。 

 

 

 

○跳び始めには必ず合図を送ること，跳んだ

後はマットがずれていないか確認してから

次の子どもが跳ぶように徹底させる。 

○つまずいてる子どもに指導する。 

 ・恐怖心がとれているか。 

 ・踏み切り位置と突き放しの位置が適切か。 

 ・両足で着地して，3 秒静止しているか。 

 ・腰の高さが十分に上がっているか。 

 ・意欲的に活動しているか。 

 

 

 

 

 

 

○お互いの技を見合い，上手な跳び方（動き）

のポイントに気づかせる。 

○両足で着地した時に，動かなかった子ども

をほめる。 

○めあてに対しての振り返りができているか

確認する。 

６ ○学習のまとめをする。 

 ・跳び箱運動に進んで取り組むとともに，運動する場の安全を確かめようとしていたか。 

 ・活動を振り返り，自分に合った課題を見つけ，課題に応じた練習方法を選択していたか。 

 ・基本的な支持跳び越し技ができたか。 

 ・楽しく学習することができたか。 

 

めあて１ 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむ 

・4 段(縦横) 

・5 段(縦横)    ・6 段(縦横) 

・かかえこみ跳び用跳び箱 

・3 段(周囲にマットを敷いた跳び箱) 

・ステージにマットを敷き、その下にセーフ

ティマットを敷く。(台上前転練習用) 

・練習用の場でできるようになったら、

通常の跳び箱に挑戦する。 

・同じ技を練習する友達と一緒に練習

をする。 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 

評価 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむことができたか 

評価 できそうな技に挑戦して楽しむことができたか 

－7－



実践授業① 【戸高教諭】 

本時の学習（2/6 時目）10 月 9 日 

 （１）本時の目標 

   高さや向きを変えて，今できる技で楽しんだり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。 

 （２）本時の学習と指導 

 学習活動 指導 

は

じ

め 

１ 準備をする。(5 分) 

２．準備運動をする。（5 分） 

 ・うさぎ跳び・かえる跳び 

 ・馬跳び 

３．選択しためあての確認をする。(5 分) 

・いつでもとべるようになる。 

・ピタッと着地ができるようになる。 

・高いとびばこでもとべるようになる。 

・ふみきりを遠くしてもとべるようになる。 

 ・その他 

○1 台を 1 グループで準備させる。 

○跳び箱運動で使う動きをもとに準備運動を

行わせる。 

○前時の振り返りをもとに自分のめあてを立

てているか確認させる。 

な

か 

４．自分のめあてにそって，いろいろな技に 

挑戦して楽しむ。(20 分) 

 

 

  

・自分ができる技で，高さや向きを変えて，

跳んでみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今できる技を向きや高さを変えて跳ぶよ

うに声かけし、ピタッと着地することを

指導する。 

○高さを変える時は 1 段ずつ変え、着手位

置を助言する。 

 

 

 

 

 

○自分ができそうな技を選び，練習をする。 

○学習ノートの形態図を見ながら技のやり

方やポイントを確認する。 

○練習の場を工夫する 
台上前転→例：重ねたマットの上で前転 

       1 段の跳び箱で前転 など 

かかえこみ跳び→例：跳び箱への跳び上がり下り 

跳び箱の上でうさぎ跳び など 

 

 

 

 

 
○めあての書き方を具体的に書くように指導し、

技のポイントを組み込んだ児童をほめる。 

○教師が練習する場を紹介する。 

○新しい技を選ぶときは，系統表に従って，いき

なり高度な技に挑戦しないように指導する。 

○つまずいている子どもに指導する。 

 ・手の位置などがうまくできているか 

・腰の高さが十分に上がっているか 

 ・形態図でどんな動きをするのか確認するよう

声かけをする 

 ・状況に応じて補助をする。 

 

ま

と

め 

 

５．学習の振り返りをする。(10 分) 

 ・活動中のよかったことや困ったことを学

習ノートに記入し，発表する。 

 

○めあてに対しての振り返りができている

か確認する。 

 

めあて１ 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむ 

評価 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 

評価 できそうな技に挑戦して楽しむことができたか【観察・学習ノート】 
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実践授業② 【大串教諭】 

 

〇子どもの実態 

本学級の児童 28 名に事前アンケートをしたところ、「跳び箱運動」が好き・まあまあ好きと答えた子

どもは 16 名いる。その理由は「できるとうれしいから」「跳んだりするのが楽しいから」「いろんな跳

び方ができるから」などである。一方、あまり好きではない・きらいと答えた子どもは 12 名いる。そ

の理由は、「跳べないから」「けがをするから」などである。 

 

〇戸高教諭の事後研究会を受けて 

視点１ 運動の特性に触れながら主体的に活動する指導法の工夫についての改善点 

・高さに挑戦したいという子どもの実態から、また 6 段を余裕を持って跳び越し安定した着地ができて

いたので、跳び箱の高さを 7 段まで用意した。 

 

視点３ 安全面を配慮した指導法のポイントについての改善点 

・主運動につながる準備運動（馬跳び、ねこちゃん体操）を取り入れた。 

・ステージ上に置いたウレタンマットに線を引き、着手する位置を視覚化した。 

 

 

７ 本時の学習（3/6 時目）10 月 16 日 

 （１）本時の目標 

   高さや向きを変えて，今できる技で楽しんだり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。 

 （２）本時の学習と指導 

 学習活動 指導 

 

 

は

じ

め 

１ 準備をする。(6 分) 

 

 

 

 

 

 

２．準備運動をする。(6 分) 

 ・うさぎ跳び・かえる跳び 

 ・馬跳び 

 ・ねこちゃん体操 

 

 

 

 

３．選択しためあての確認をする。(2 分) 

・いつでもとべるようになる。 

・ピタッと着地ができるようになる。 

・高いとびばこでもとべるようになる。 

・ふみきりを遠くしてもとべるようになる。 

 ・その他 

○7 段までのとび箱を用意する。 

 

 

 

 

 

 

○跳び箱運動で使う動きをもとに準備運動

を行わせる。 

 

 

 

 

 

 

○前時の振り返りをもとに自分のめあてを

立てているか確認させる。 

視点１ 

子ども達の実態に配慮 

視点３ 

主運動につながる準備運動 背中を丸めたり・伸ばしたりする運動や 

ブリッジなどの柔軟運動、 

背支持倒立などを取り入れた体操 
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な

か 

４．自分のめあてにそって，いろいろな技に 

挑戦して楽しむ。(21 分) 

 

 

  

・自分ができる技で，高さや向きを変えて，

跳んでみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○めあて意識をもって、簡単な技や今でき

る技を向きや高さを変えて跳ぶように声

かけをする。 

○高さを変える時は 1 段ずつ変えるように

指導する。 

○縦と横が同じ跳び箱なので，順番を守っ

て跳ぶよう声かけをする。 

 

 

 

 

○自分ができそうな技を選び，練習をする。 

○学習ノートの形態図やデジタル教材を活 

用しながら，技のやり方やポイントを見 

る。 

○練習の場を工夫する 
台上前転→例：重ねたマットの上で前転 

       1 段の跳び箱で前転 など 

かかえこみ跳び→例：跳び箱への跳び上がり下り 

跳び箱の上でうさぎ跳び 

2 台の跳び箱を並べて、その 

間を跳び越す場 

回転系の技→例:ステージの上から前転して、セイフ 

ティマットに降りる場 

  

苦手な子への配慮→例:3 段の場 

 

 

 

〇場を作るために、メンバーで話し合わせ

て跳び箱をくずしたり、作り替えたりさ

せる。 

○新しい技を選ぶときは，系統表に従って，

いきなり高度な技に挑戦しないように指

導する。 

 

○つまずいている子どもに指導する。 

 ・手や頭の位置などがうまくできている

か。 

 

 

 

 

 

 

・腰の高さが十分に上がっているか 

 ・や形態図でどんな動きをするのか確認

するよう声かけをする 

 ・状況に応じて補助をする。 

 

 

 

ま

と

め 

５．学習の振り返りをする。(10 分) 

 ・活動中のよかったことや困ったことを学

習ノートに記入し，発表する。 

○めあてに対しての振り返りができている

か確認する。 

 

 

 

 

めあて１ 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむ 

評価 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 

評価 できそうな技に挑戦して楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

視点３ 

マットに線を引く。 

児童は跳んだら走って戻り、順番を待

つなど意欲的に何回も挑戦していた。 

－10－



実践授業③【野崎教諭】 

〇子どもの実態 

本学級の児童 29 名に事前アンケートをしたところ、「跳び箱運動」が好き・まあまあ好きと答えた子

どもは 21 名いる。その理由は「できるとうれしいから」「跳んだりするのが楽しいから」「いろんな

跳び方ができるから」などである。一方，あまり好きではない・きらいと答えた子どもは 8 名いる。

その理由は，「跳べないから」「けがをするから」などである。 

アンケート結果から、跳び箱運動に自信のない子や跳び箱に対して恐怖心を持っている子どもがい

ることから，練習用の跳び箱（やわらかい跳び箱）を用意したり、跳び箱の周囲にマットを敷いた跳

び箱の場を用意したりした。 

 

〇大串教諭の事後研究会を受けて 

視点２ 運動量を確保した学習過程の設定についての改善点 

・子ども達の運動量を確保するために、グループごとに跳び箱・踏み切り板・マットの３つをセットに

して用意させた。 

・めあて１とめあて２の間の一斉指導の話を焦点化し、時間短縮を図った。 

 

視点３ 安全面を配慮した指導法のポイントについての改善点 

・着手の手の位置を再確認し、着手したときに手が跳び箱から滑り落ちることを予防した。 

 

７ 本時の学習（4/6 時目）10 月 30 日          

 （１）本時の目標 

   高さや向きを変えて，今できる技で楽しんだり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。 

 （２）本時の学習と指導 

 学習活動 指導 

は

じ

め 

１ 準備をする。(5 分) 

 

 

 

 

 

２．準備運動をする。(5 分) 

 ・うさぎ跳び・かえる跳び 

 ・馬跳び 

３．めあての確認をする。(2 分) 
・いつでもとべるようになる。 

・ピタッと着地ができるようになる。 

・高いとびばこでもとべるようになる。 

・ふみきりを遠くしてもとべるようになる。 

 ・その他 

 

○グループで，担当するとび箱の準備を行

う。 

 

 

 

 

○手首足首を入念にさせる。 

○跳び箱運動で使う動きをもとに準備運動

を行わせる。 

○前時の振り返りをもとに自分のめあてを

立てているか確認させる。 

な

か 

４．自分のめあてにそって，いろいろな技に 

挑戦して楽しむ。(22 分) 

 

 

  

 

 

 

 

 

めあて１ 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむ 

視点２ 

時間短縮につながった 
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・自分ができる技で，高さや向きを変えて，

跳んでみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇着手の位置について確認する。 

 

 

 

 

 

○今できる技を向きや高さを変えて跳ぶよ

うに声かけをする。 

○高さを変える時は 1 段ずつ変えるように

指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

○自分ができそうな技を選び，練習をする。 

○学習ノートの形態図やデジタル教材を活 

用しながら，技のやり方やポイントを見 

る。 

○練習の場を工夫する 
台上前転→例：重ねたマットの上で前転 

       1 段の跳び箱で前転 など 

かかえこみ跳び→例：跳び箱への跳び上がり下り 

跳び箱の上でうさぎ跳び など 

 

 

 

 

 

 

 

○新しい技を選ぶときは，系統表に従って，

いきなり高度な技に挑戦しないように指

導する。 

 

 

 

 

 

 

○つまずいている子どもに指導する。 

 ・手の位置などがうまくできているか 

・腰の高さが十分に上がっているか 

 ・形態図でどんな動きをするのか確認す

るよう声かけをする 

 ・状況に応じて補助をする。 

 

 

 

ま

と

め 

５．学習の振り返りをする。(13 分) 

 ・活動中のよかったことや困ったことを学

習ノートに記入し，発表する。 

 

 

○めあてに対しての振り返りができている

か確認する。 

 

 

○とび箱運動を通して頑張ったことや楽し

かったことを振り返らせる。 

 

 

 

評価 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 

評価 できそうな技に挑戦して楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

視点３ 

安全に跳び箱運動をするため 

視点２ 

指導するポイントを焦点化 

･友達にアドバイスをした児童の確認をした。 

・見学者に観察した時に気付いた技のコツを発

表させた。 

･コツの紹介をした。（抱え込みとびの時は体育

座りをするようにすればいい） 

児童はぴたりと着地をするという意

識が高かった。 

台上前転で、台の縁に手をかけていた

め、台の上に着手することを指導した。 
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実践授業④【高木教諭】 

〇子どもの実態 

本学級の児童 3 名に事前アンケートをしたところ、「跳び箱運動」が好き・まあまあ好きと答えた子

どもは 20 名いる。その理由は「できるとうれしいから」「跳んだりするのが楽しいから」「いろんな跳

び方ができるから」などである。一方、あまり好きではない・きらいと答えた子どもは 10 名いる。そ

の理由は、「跳べないから」「けがをするから」などである。 

 

〇野崎教諭の事後研究会を受けて 

視点１ 運動の特性に触れながら主体的に活動する指導法の工夫によるもの 

・学習資料を効果的に使っている子を全体の場で紹介する。 

 

視点２ 運動量を確保した学習過程の設定についての改善点 

・めあて１とめあて２の時間を電子タイマーで表示する。 

 

視点３ 安全面を配慮した指導法のポイントについての改善点 

・着手の位置がわかるようにマットの上にチョークで印を付ける。  

・学習カードをおく場所を決める。 

・教師が指導しやすい跳び箱の配置にする。 

 

 

７ 本時の学習（5/6 時目）11 月 2 日 

 （１）本時の目標 

   高さや向きを変えて，今できる技で楽しんだり，できそうな技に挑戦したりして楽しむ。 

 （２）本時の学習と指導 

 学習活動 指導 

は

じ

め 

１ 準備をする。(5 分) 

２．準備運動をする。(7 分) 

 ・うさぎ跳び・かえる跳び 

・かえるの足うち 

  

３．めあての確認をする。(2 分) 

 

 

  

  

○グループで，担当するとび箱の準備を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

○跳び箱運動で使う動きをもとに準備運動

を行わせる。 

○前時の振り返りをもとに自分のめあてを

立てているか確認させる。 

視点３ 

教師が指導しやすいように跳び箱

の配置を工夫する。 
とび箱の配置 
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な

か 

４．自分のめあてにそって，いろいろな技に 

挑戦して楽しむ。(22 分) 

 

 

 

 

 

  

・自分ができる技で，高さや向きを変えて，

跳んでみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今できる技を向きや高さを変えて跳ぶよ

うに声かけをする。 

○台上前転での正しい着手位置を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分ができそうな技を選び，練習をする。 

○学習ノートの形態図やデジタル教材を活 

用しながら，技のやり方やポイントを見 

る。 

○練習の場を工夫する 
台上前転→例：重ねたマットの上で前転 

       1 段の跳び箱で前転 など 

かかえこみ跳び→例：跳び箱への跳び上がり下り 

跳び箱の上でうさぎ跳び など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○挑戦する技の確認をさせる。 

○新しい技を選ぶときは，系統表に従って，

いきなり高度な技に挑戦しないように指

導する。 

○つまずいている子どもに指導する。 

・手や頭の位置などがうまくできているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・腰の高さが十分に上がっているか 

 ・形態図でどんな動きをするのか確認す

るよう声かけをする 

 ・状況に応じて補助をする。 

ま

と

め 

５．学習の振り返りをする。 

 ・活動中のよかったことや困ったことを学

習ノートに記入し，発表する。 

 

 

○ポイントボードを活用したことを振り返

りに書いている児童を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて１ 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむ 

評価 高さや向きを変えて、今できる技で楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

めあて２ できそうな技に挑戦して楽しむことができる 

評価 できそうな技に挑戦して楽しむことができたか【観察・学習ノート】 

視点１ 

主体的に活動する態度 

視点２ 

児童に活動の見通しを持たせるた

めに電子タイマーで 8 分表示 

視点２ 

電子タイマーで 14 分表示 

視点３ 

マットに印をつける。 

視点３ 

学習カードを置く場所を助走する位

置に指定。 

ななめあおむけとびに挑戦する児童

同士が学習資料を見て話し合いながら

活動していた。 

児童の振り返り「今日も開脚とび二分の一ひ

ねりができなかったので、来週はふせんのこ

とを生かしてとべるようになりたいです。Ａ

さんのふせんが分かりやすかったです。」 
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この授業の前と後で、児童（東与賀小：32 名、日新小：29 名、高木瀬小：37 名、開成小：28 名、

全児童数 126 名）に意識調査をした。「跳び箱運動は好きですか」という質問項目では、「好き・まあま

あ好き」と回答した児童数が 74 名（約 58％）から 97 名（約 77％）に増えた。また「あまり好きでは

ない・嫌い」と回答した児童数は 39 名（約 30%）から 20 名（約 15%）に減った。この結果から、子

どもたちは楽しく体育の授業に取り組めたことがわかる。 

また、好きになった理由を尋ねる選択式のアンケートを行ったところ、「友だちと教え合うことで、

技ができるようになり、コツをつかむことができたから」と回答した児童が 78 名（約 62％）で一番多

く、次に「めあてやする技を自分できめることができたから」と回答した児童が 74 名（約 59％）であ

った。さらに「自分たちで活動する場を作ることができたから」と回答した児童が 71 名（約 56％）、「資

料が付いていて、見て、わかりやすかったから」と回答した児童が 68 名（約 54％）であった。 

アンケート結果から、子どもたちは主体的に活動ができたことが、体育を楽しいと感じることにつな

がったことがわかる。 

 

 

（４）成果と課題 

視点① 運動の特性に触れながら主体的に活動する指導法の工夫について 

【成果】  

・めあてや技を自分で決めるようにしたことで、子どもたちが主体的に活動できるようになった。 

・学習カードに技の形態図や練習方法を載せたことで、それぞれのタイミングで動きの確認を行っ

たり、練習方法を考えたりしながら、段階に応じた練習を行うことができた。 

・誰がどの技に挑戦するかを明確にし、同じ技に挑戦するグループごとに練習方法を考えながら取

り組んだことで、目的意識を高く保ちながら活動できていた。 

・授業の中に取り入れたポイントボードは、コツの共有や教え合い活動に発展した。また、技がで

きるようになった子がどんなところに気を付けたかを考えるようになり、「できる＝わかる」の

つながりも見られた。 

【課題】 

・資料の活用の仕方に個人差が見られた。特に跳び箱運動に苦手意識を抱いている児童は、資料か

ら動きをイメージすることが難しく、課題克服のための適当な練習ができない児童も少なくなか

った。 

・今回の技の合格ラインを児童が判断しやすいように「着地一歩まで」と、できるだけわかりやす

いものにした。しかし、跳び箱運動の特性である着手・空中姿勢・着地などの技の出来栄えにつ

いても、さらなる意識付けをする必要がある。 

 

視点② 運動量を確保した学習過程の設定 

  【成果】 

・準備・片付けの役割をグループではっきりさせることで、混乱することなくスムーズに進めるこ

とができた。 

  ・学習カードのめあて記入を選択制にし、記述の部分をできる限り減らしたことで、時間短縮につ

ながった。 
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  【課題】 

・児童を集めて指導する場面で、教師が話す内容をより焦点化し、シンプルかつ効果的に伝えるこ

とで、さらに一斉指導の時間を短くする必要がある。 

 

視点③ 安全面を配慮した指導法のポイント 

  【成果】 

・さまざまな高さの跳び箱を十分な台数用意することで、自分達の身長や技能に合った台を選びな

がら活動することができ、安全面の向上につながった。 

  ・従来の系統表が本当に妥当な系統性をもっているのかを見直し修正したことで、個々の体の特性

に沿った技の選択ができるようになった。 

  【課題】 

・運動の構造的特性について、教える側が十分に理解できておらず、安全面に従事した技能指導が

できない部分もあった。教材研究をつきつめていくことが必要である。 
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２．中学校体育部 

（１）実態 

○生徒の実態(アンケートより) 

①器械運動(マット運動、跳び箱運動)

を「嫌い」、「どちらかといえば嫌い」

と答えた生徒は 58％と半数以上がマ

イナスイメージを持っていた。理由と

しては、「怖い」「できない」「苦手」

がほとんどだった。 

→視点①へ 

 

 

 

 

 

②楽しさを感じる瞬間は「できない技

ができるようになったとき」「技がで

きるようになったとき」と技の習得の

際に楽しさや喜びを感じている。 

→視点①②へ 

 

 

 

 

 

 

③つまずき解決の方法としては、「友

達に尋ねる」が一番多く、「体育実技

の教科書を活用する」、「技のプリント

やお手本動画を活用する」といった項

目は非常に少ない。実技の教科書や学

習カード、ICT を活用しての問題解決

学習に取り組む生徒が少なかった。 

→視点②へ 
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④友だちとの教え合いについては、好意

見を持っており、「教えたい」より「教え

てもらいたい」と思っている生徒の方が

多かった。 

→視点②へ 

⑤つまずき解決の方法で「友だちに尋ね

る」が多いことや教え合いに対して積極

的である現状より、教師との関わりより

も生徒同士の関わりを求めている傾向に

ある。このことより、自分たちで課題を

解決したいと思っているが、解決方法が単純なため、解決方法を多く示す必要性があると

考えられる。 

→視点②へ 

○教師の実態（所員間での協議より） 

①器械運動は他の種目に比べると、大きなケガにつながりやすいため、全体把握がしやす

い一斉指導型の授業を行っている教師が多いように感じられる。 

→視点②へ 

②一方、一斉型になると個の力に応じた活動や運動量の確保が難しくなるため、生徒が主

体的に活動し、運動量もしっかりと確保できるような、授業の進め方を模索している。 

→視点③へ 

③主運動につながる準備運動を毎時間行うことで、基本的な技能の習得や体力向上に結び

つくと思われ、準備運動の在り方を検討したいと考えている。 

→視点③へ 

④得意意識を持っている生徒は難易度の高い技に積極的に挑戦したり、活動したりしてい

る。しかし、その反面苦手意識を持っている生徒は、できる技が少なかったり、どのよう

に挑戦したらいいのか分からなかったりして、活動が停滞している。このことより、器械

運動は二極化が顕著に見られる種目であるため、意欲喚起を図るための手立てに困惑して

いる。 

→視点①②③へ 

 

（２）研究の視点 

①苦手な生徒・嫌いな生徒が意欲的に取り組むにはどうしたらよいか。 

②どの生徒も技術の向上を目指して主体的に活動するにはどうしたらよいか。 

③十分な運動量を確保するにはどうしたらよいか。 
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（３）研究の方法 

①学習カードの工夫 

②ＩＣＴ活用の方法 

③準備運動の在り方の検討 

（４）研究の内容 

①学習カードの工夫 

ア．系統表の工夫、実技教科書のページ数を記載する、技の難度を得点化する、技の習

熟度を３段階に分ける。 

イ．授業の中で習熟度をステップ１・２・３に分けて技の組み立てをわかりやすく表記

した。少しずつ課題に取り組めるので苦手な生徒も自分のできる目標を設定し意欲的

に取り組んでいた。また、アドバイスする側も実技の教科書、学習カード（課題一覧

表）を理解しながら細かいアドバイスが増えてきた。 

ウ．授業の中では、能力の高い生徒は、できる技の数を競い合ったり、より高いレベル

の技に挑戦する生徒が増えて授業への取り組みが積極的になった。 

エ．実技の教科書を見ながら今日取り組む技を見つけた 

り、技の練習も要点を抑えながら取り組んだ。 

オ．実技の教科書で探す作業の時間が短縮できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②IＣＴ活用の方法 

ア．生徒たちへ提供する資料については、視覚に訴えられる資料提示は、技のポイント

や技の完成までの段階的な練習が示されたＤＶＤを利用した。 

イ．跳び箱運動、マット運動それぞれの種目に１台ずつプロジェクターとパソコンを設

置した。ＤＶＤの使い方がわかれば生徒たちは、頻繁に活用した。 

技の系統表 実技の教科書のページ、難度、得点を表示すること

で資料を活用しやすいようにした。 

ステップ１～ステップ３までを記入し習

得状況を細かく確認できるようにした。

※友達から確認してもらい出来たらサイ

ンをもらう 
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ウ．いつでもだれでも何度でも活用できる場の設定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③準備運動の在り方の検討 

ア．運動として活動量の確保と体力向上 

イ．最近の生徒たちの運動能力は２極化の傾向にある。 

ウ．運動の経験が乏しい生徒の割合が多く器械運動等では、「ケガの重症化が」心配さ 

れるので主運動につながる補強運動をどう行うか検討した。 

エ．安全に留意した補助のやり方、場の工夫、生徒の動きに合わせた効率の良い設置 

の仕方、生徒の視界に入りやすくするための資料の掲示の仕方などを考えた。 

オ．学習カード（準備運動・補強運動）を資料として提示した。準備運動の意義、オリ

エンテーションでの準備運動の取り扱い方実践を行った。（グループ活動で） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット・跳び箱の配置 各グループで考えた準備運動の流れ 
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（５）授業の実際 

学習活動 指導上の留意点 

は 

じ 

め 

○学習の準備をする 

○準備運動をする 

○本時のめあてと学習内容を確認する 

○主運動につながる準備運動を行っているか、観察し指導す

る。 

○前時の反省を活かすように支援する。 

○自分にあっためあてを持てない生徒に支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

○切り返し跳び・回転跳びの基本的な技を練習する 

○回転系・巧技系の基本的な技を組み合わせた練習をする 

○切り返し跳び・回転跳びの発展技を身につける練習をする 

○回転系・巧技系の発展技を身につける練習をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意欲的に活動しているか観察し、指導する。 

○仲間と関わりながら活動できているか、観察し指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○さまざまな資料を活用しているか観察し、補助の仕方を 

指導するなど、つまずきのある生徒に支援する。 

○評価に戸惑っているグループに支援する。 

ま 

と 

め 

○活動の振り返りをする 

○本時の学習を振り返り、次時の見通しをもつ 

 

 

○意欲的な活動や工夫した活動をした生徒を賞賛する。 

○相互評価・自己評価ができているか観察し、支援する。 

○本時の活動を振り返らせ、次時の見通しを持たせる。 

 

めあての確認の様子 学習カードや体育実技の教科書

を使っての技の確認の様子 

準備運動の様子 

グループで技の評価をする 

壁に掲示した資料 

パソコンを使って技の確認 
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（６）中学校部の成果と課題 

視点①苦手な生徒・嫌いな生徒が意欲的に取り組むことができたか。 

◎学習カードを工夫し、技術のポイント

が分かるようにしたことで、難度の高い

技への挑戦があった。また、学習カード

に実技の本の活用ページを表示しておく

ことで実技の本の活用頻度が高まり、集

団での技能が向上した。さらに、課題一

覧表を工夫したことにより、生徒たちが

実技の本をよく活用するようになったこ

と。このことは、事後アンケートでの「

楽しかった」と感じた生徒が９２％と高

い結果を示したことでわかる。（図グラフ）また、つまずき解決の方法で伸びが顕著だっ

た項目は、「実技教科書、技のプリントやお手本の動画の活用」であった。授業実践前と

比較して、それぞれ約２倍に増えていた。 

△課題としては、器械運動の技の好き・嫌いは、技の出来ばえによって変わってくること

が、アンケートの結果よりわかる。（図グラフ）意欲を持たせる手立てを考えていくこと

が、苦手な生徒を減らしていく手立てにつながると考える。 

 

視点②どの生徒も技術の向上を目指して、主体的に活動することができたか。 

◎生徒たちの視覚に訴えられる DVD 資料提示は、技のポイント、技の完成までの段階的な

練習方法が示されており、よく活用されていた。（資料 生徒の学習カードより）技が向

上したと感じている生徒が、８０％と高かった。 

△今後は、自分の動きを確認して出来ばえを動画で撮影するなどして、ICT の活用をすすめ

ることも工夫改善できることではないかと考える。 
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（生徒の学習カード） 

 

 

 

 

 

 

視点③十分な運動量の確保についてどうだったか。 

◎安全面からも十分な運動量を確保するために主運動につながる補強運動を工夫させる手

立てをとった。そのことにより、活動量の確保につながり、器械運動において心配される

「けがの重症化」の防止につながった。また、安全な場の設定を考えることで、生徒が安

心して積極的に活動に取り組む場づくりにつながった。 

△今後は、技能レベルが向上すると同時に安全な補助の正しい行い方を理解させるととも

に、技術指導の場所や安全な授業を作るための教師の出番を考えていく必要がある。 
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３ 養護部 

 

研究主題  体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自らの健康・体力向上に向かったり 

する児童生徒の育成 

～特性に触れる楽しさを大切にした授業づくりと健康・体力づくりの取組 

を手立てとして～ 

Ⅰ 主題設定の理由 

  子どもたちが健やかに成長していくためには、十分な睡眠、調和のとれた食事、適切な運動が大切

である。しかし、保健室に来室する子どもたちは「夕食や寝る時間がおそい」「朝ごはんを食べてこ

ない」など生活習慣の乱れからくる体調不良を訴える子どもが多いと日々感じている。こうした今日

の子どもの基本的生活習慣の乱れが、体力や学習意欲、気力の低下の要因の一つとして指摘されてい

る。 

  平成20年～22年の3年間、小学校5年生と中学校5年生を対象に実施された全国体力調査の中で、

体力と生活習慣の関係を明らかにしている。新体力テストの体力合計点数が高かったものは、「朝食」

では「毎日食べる」、「睡眠時間」では小学校で「8時間以上」、中学校で「6時間以上 8時間未満」、「運

動週間」では、「週 3 回以上、1 日の運動量が 2 時間以上」となっていた。また、「1 日のテレビ・ゲ

ームの視聴が 3時間以上」の集団は体力合計点数が低くなっていた。このように、体力と生活習慣は

深く関連していることが分かっている。 

このような現状を踏まえ、体力や学習意欲の向上を図るため、学校と家庭が連携し、子どもに規則

正しい生活習慣を送るための正しい知識と自分の生活を見直そうとする態度を身につけさせること

が必要である。そこで、「生活習慣」（食事・運動・休養）に絞り、子どもに正しい知識と意欲を持た

せたいと考えた。 

また、担任は多忙な中で保健指導を実施するためには、短時間で容易にできることが必要だと考え

た。そこで、佐賀市の小中学校では全校で電子黒板が配置されていることから、ＩＣＴを活用した保

健指導の映像資料を作成することとした。 

 

Ⅱ 研究の目標 

子どもが自分の生活習慣をふり返り改善を図るため、効果的な保健指導を行う。 

 

Ⅲ 研究の方法 

１ 子どもの実態把握 

  研究所員の各校における保健室来室者の傾向、全国体力調査から課題を探る。 

２ 効果的な指導内容や方法の検討 

  保健指導を短時間で容易に実施でき、児童生徒が自分の生活習慣をふり返り改善が図れるような

効果的な指導内容や方法を検討する。 

３．保健指導のモデルの作成 

  「食事・運動・睡眠」のＩＣＴを活用した映像資料、略案と補足説明（Ｑ＆Ａ）、チャレンジカ

ード、保護者へのおたよりを含めた保健指導を作成する。 

４．保健指導の実践 

  研究所員の各学校において実践する。 

５．授業評価 

  児童生徒への指導後アンケート、担任へのアンケート、保護者の感想により総合的に評価する。 
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Ⅳ 研究の実際 

   

指導者用資料 

『 すいみんの大切さを知ろう』 

１．時 間  ２０分 

２．準備物  映像資料 筆記用具 すいみん名人○×クイズ、げんきチャレンジカード、 

 ほけんだより 

 最初に「すいみん名人○×クイズ」を配布してから、動画をスタートさせて下さい。 

３．ねらい 睡眠の大切さを理解し、睡眠に関心を持たせ、進んで日頃の生活習慣を見直そうと

する態度を育てる。 

４．指導の流れ 

 学習内容 教師の働きかけ 資料 

導

入 

１．睡眠について興味をもたせる。 

 

・昨日ぐっすり眠れた人？ 

・今日一人で起きられた人？ 

 

○×クイズ P4 

ビ

デ

オ

の

内

容 

２．ビデオ視聴 

1)「すいみん名人○×クイズ」 

2)ねむるといいこと 

 ①体のつかれをとる  

②脳のつかれをとる  

③からだを成長させる 

3)ねむらないとよくないこと 

 ①イライラ  

②集中できない  

③疲れる  

④病気になりやすい 

4)ぐっすりねむるためには 

 ①昼間外で遊ぶ  

②ねる前にゲームやテレビを見ない 

 ③部屋を薄暗くする。 

5)すっきり目覚めるためには 

 ①朝の光を浴びる 

 ②顔を洗う  

③朝ごはんを食べる 

6)「すいみん名人○×クイズ」 

の答え合わせ 

7)「元気チャレンジカード」の説明 

・○×クイズの答え方が分か

りづらい場合は補足する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

３．「元気チャレンジカード」を記入さ

せ、睡眠について意識付けさせる。 

・今までの生活習慣を振り返

り、どうすれば目標に近づけ

るのか考え、睡眠で「がんば

ること」を記入させる。 

げんきチャレンジ

カード P5 

保護者用プリント 

P6 

【 小学校 】 

 

もんだい ○×

子どもは、おそね、おそおきでも

8時間ねむっていれば、成長
せいちょう

できる？

ねる前にゲームをすると、

目がつかれてよくねむれる？

ね不足だと、イライラしたり、

べんきょうに集中
しゅうちゅう

できなかったりする？

ひる間によく体を動かすと、

ぐっすりねむることができる？

朝の光をあびると、

すっきり目がさめる？

　　　年　　　組

1

2

3

4

5

すいみん名人 ○×クイズ

せいかい

5問中

 

◎きちんとまもれたらいろをぬろう

月./日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

ようび

ねるじかん

じ　　　ぷん

おきるじかん

じ　　　ぷん

がんばることをきめよう！ はんせい 保護者の方の感想

うんどう

あさごはん

☆　　げ　ん　き　チ　ャ　レ　ン　ジ　カ　ー　ド　　☆

ごうけい
（こ）

ねん くみ なまえ
今日の自分をふりかえろう
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睡眠 Q＆A 
 

Q 何時間ぐらい眠ればいいの？ 

A 時間よりも、リズムとぐっすり眠れたかどうかが大切 

  

 必要な睡眠時間は人によって違います。大切なのは、何時に寝て、何時に起きたのか、

ぐっすり眠れているか（眠りの質）ということ。午前中だるかったり、昼間に居眠りをし

たりするのは、睡眠が足りていない証拠です。その場合、生活リズムの見直しが必要です。 

 

Q 前の日に遅く寝たとき、はその分、朝はゆっくりでいい？ 

A おきる時間はいつも同じに決めましょう。 

    

私たちの体は、朝、太陽の光をあびて一日を始める仕組みになっています。そのリズム

を 

崩さないように、毎日決まった時間に起きるようにしましょう。前の晩に夜更かししても、

起きる時間がいつもと同じなら、その日の夜はいつもより早く眠くなるはずです。そのと

き早めに眠れば、無理なくリズムをもとに戻せます。 

＊睡眠と疲労回復の関係は必ずしも時間の長さに比例するものではない→寝だめはだめ！ 

＊遅寝→遅おき→朝食抜かし、朝の光をあびない→だらだら過ごす→夜眠れない 

→リズムが乱れる 

 

Q 体内時計ってなに？ 

A 「脳」にあって、一日の生活リズムを整えてくれる時計のこと。 

    

人の体内時計は 1 日２４時間よりすこし長くなっています。24 時間よりも長くなってい

る体内時計は、「朝の光」をうけることによってリセットされ、ずれを修正して新しい 1 日

をスタートさせます。逆に夜に明るい光を浴びると、体内時計のずれが大きくなることが

分かっています。 

 

Q 「レム睡眠」「ノンレム睡眠」ってなに？ 

A 「レム睡眠」は浅い眠り  「ノンレム睡眠」は深い眠り 

 

「レム睡眠」は浅い眠りで、体は休んでいるが、頭は活動しています。夢をみたり、

記憶したりします。「ノンレム睡眠」は深い眠りで、頭と体を休ませます。 

   眠りにつくと、まず１～2 時間ほど深いノンレム睡眠に入って、ぐっすり眠ります。 

その後はレム睡眠、ノンレム睡眠のセットを４～6 回くり返す。 

 

参考 

・保健指導につなげる 健康教育プリント資料集 東山書房 

・健やかサポーター ぐっすりすいみん  ぱすてる書房 

・早おきから始めよう ほるぷ出版 

・小学校保健 ３．４年 教師用指導書 光文書院 
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すいみんの大切さをしろう                佐賀市立 ○○小学校 

朝の時間に「睡眠」について勉強しました。 

このプリントをみて、もう一度ご家庭でも睡眠の大切さについて話をして下さい。 

今日の学習をうけて、児童のみなさんには、今日から 1 週間「元気チャレンジカード」を記入してもら

います。生活習慣の改善はご家庭の協力なしにはうまくいきません。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 「子どもの体力向上のための取組ハンドブック」 文部科学省 

眠るといいこと 

①体の疲れをとる。 

 ・筋肉を休ませる。 

 ・病気に負けない体をつくる。 

②脳の疲れをとる。 

 ・学習の整理 

 ・心を元気に 

③体を成長させる。 

 ・成長ホルモン 

ねむらないと・・・ 

①心に元気がなくなって、 

イライラしてしまう。 

②勉強に集中できない。 

③疲れやすい。 

④病気になりやすい。 

ぐっすりねむるためには・・ 

①昼間体を動かしましょう。 

②ねる前はテレビやゲーム、 

スマホの光を見ないようにしましょう。 

③寝るときは、 

電気を薄暗くして寝ましょう。 

すっきり目覚めるためには 

①朝の光を 

あびましょう。 

②顔を洗いましょう。 

③朝ごはんを 

しっかり食べましょう。 

データでみる 

睡眠と体力の関係 

 毎年行われる全国体

力調査の結果、佐賀市は

全国と比べると体力合

計点はどの学年も低く

なっていました。 

 運動習慣の二極化や、

朝食や睡眠などの生活

習慣が体力と関係があ

るようです。 

 小学生では８時間以

上、睡眠を確保している

人が体力合計点が高く

なっていました。 

 

睡眠時間が小学生８時間以上、中学生６～８時間は体力が高い傾向 

睡眠時間と体力の関係については、全国体力調査の結果から小学生は睡眠時間が８

時間以上、中学生は６～８時間の睡眠時間を確保している者の体力合計点が最も高い

ことが分かります。（図 3Ⅲ_8）。したがって、睡眠時間については、運動時間と関連

して体力に影響していることが考えられます。  

中学校          ○男子                   ○女子 

図 3-Ⅲ-8  1日の睡眠時間と体力合計点数との関連（平成 22年度 全国） 

小学校          ○男子                   ○女子 

体
力
合
計
点
数 
体
力
合
計
点
数 

体
力
合
計
点
数 

体
力
合
計
点
数 
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【 中学校 】                             指導者用資料 

『 睡眠を取って元気に！ 』 

１．時 間  １５分 

２．準備物  映像資料、筆記用具、睡眠クイズ、チェックシート、ほけんだより 

最初に睡眠クイズ用プリントを配布してから動画をスタートして下さい。 

３．ねらい   睡眠の大切さを理解し、自分の生活を振り返り、改善しようとする態度を育てる。  

４．指導の流れ 

 学習内容 教師の働きかけ 資料 

導

入 

１．睡眠について興味をもたせる。 ・睡眠クイズカードを配布し、これか

ら睡眠の話が始まることを伝える。 

睡眠クイズ 

P9 

 

ビ

デ

オ

の

内

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．睡眠のビデオ視聴 

１）睡眠クイズに答える 

２）睡眠の効果 

①脳や体の疲れをとる  

②体の成長 ③ストレスの解消  

④病気の予防、けがの修復 

⑤学習効果の効率化 

３）睡眠不足になるとどうなる 

①疲れやすい  

②やる気が起きず、イライラする  

③集中力、注意力が落ちる・太りや

すい 

４）ぐっすり眠るために 

①昼間、体を動かす  

②強い光を浴びない  

③考え事をしない 

５）すっきり目覚めるために 

①朝の光を浴びる  

②顔を洗う ③朝ごはんを食べる 

６）睡眠クイズの答え合わせ 

７）チェックカードの説明 

・電子黒板のパワーポイントをスター

トする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

３．チェックカードに目標記入せ、睡

眠について意識付けさせる。 

 

・チェックカードを配布し、「目標」

と「今日初めて知った事」と「睡眠

でこれから頑張ること」を記入する

ようにうながす。 

・明日から目標が達成できるように、

声掛けをする。 

チェックカード 

P10 

 

保護者用プリン

ト P11 
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睡眠Ｑ＆Ａ                                 

 

 

Ｑ 平日に睡眠時間が足りていなくても週末にたくさん眠れば問題ない？ 

 

Ａ 人は、必要な睡眠を毎日取る必要があり、あらかじめまとめて取っておくことはできません。 

  また、週末の朝遅くまで寝ていると、体内時計のリズムが夜型化し、翌週前半の「時差ボケ」状態

を引き起こします。そのため、授業に集中できず、成績が下がったり、肥満や病気のリスクが高く

なったりします。 

 

 

Ｑ 帰宅後、夕方に仮眠をとると勉強の効率があがる？ 

 

Ａ 夕方仮眠をとると、就寝時刻が遅くなり、体内時計のリズムが夜型化するとともに、夜の眠りが浅

くなります。その結果、翌日の日中に眠気が生じ、また夕方仮眠をとるという悪循環になります。

夕方眠気を感じる場合には、夜は早めに寝て、翌朝勉強をするのも効果的です。 

 

 

Ｑ 寝る前に激しい運動をするとよく眠れる？ 

 

Ａ 寝る前の激しい運動は、夜になって「休息モード」になっていた脳や身体を「活発モード」にして

しまい、体温や心拍、血圧などを上昇させます。その結果、なかなか眠れなくなり、快適な睡眠の

ためには逆効果です。寝る前は激しい運動をさけ、夕方までに適度に身体を動かすようにしましょ

う。 

 

 

 

出典：文部科学省「早寝早起き朝ごはんで輝く君の未来～睡眠リズムを整えよう！～」 
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（４）答え

（３）ぐっすり眠るためには、どうするとよい？ （３）答え

①昼間に、運動したり遊んだり勉強したり、活発に動く
②ゲームやテレビなどをたくさん見て、眼を疲れさせる
③前の日に徹夜する

（４）朝、すっきり目覚めるためには、どうするとよい？

(5)成長ホルモンは、どのようなことをするホルモン？ （５）答え

①体の成長
②睡眠に入ることをうながす
③感情をコントロールする

　　　年　　　組　　名前

睡眠の学習に入る前に、睡眠クイズに挑戦してみましょう。
さて、何問正解できるでしょうか？

（１）睡眠不足だと、どうなる？（答えは２つあります）

①痩せる
②太る
③イライラして集中できない
④アドレナリンが出て、活発的に行動できる

（１）答え

（２）寝る前に、インターネットやゲームをすると、どうなる？ （２）答え

①目が疲れて、ぐっすり眠れる
②寝つきが悪くなる
③楽しい夢を見ることができる

①夜更かしして、あまり寝ないまま朝を迎える
②朝起きてすぐに、カーテンを開く
③脳がびっくりしないように、しばらく動かない
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データで見る睡眠

佐賀市立
○○中学校

　今日、朝の時間に「睡眠」について勉強しました。このプリントを見て、もう一度ご家庭でも睡眠の大
切さについて話をしていただくよう、よろしくお願いします。
　今日の学習を受けて、生徒たちは今日から５日間、「チェックシート」の記入をしてもらうことにして
います。自分なりの目標を立て、それを実行できたかのチェックです。

睡眠の効果 

①脳と体の疲れを取る。 

②体の成長 

  ・成長ホルモンの分泌 

③ストレスの解消 

  ・ストレスを感じる＝脳が疲れている 

④病気の予防 

  ・免疫力を高める。 

⑤学習効果の効率化 

睡眠不足になると・・・ 
 

①疲れやすい。  

②イライラする。 

③ぼんやりする。 

④集中できない。 

⑤太りやすい。 

ぐっすり眠るためには 
 

①昼間、体を動かす。 

②寝る前にテレビやパソコン、 

  スマホなどの強い光を 

  浴びない。 

③寝るときに考え事をしない。 

すっきり 

目覚めるためには 
 

①朝の光を浴びる。 

②顔を洗う。 

③朝ご飯を食べる。 

 毎年行われる全

国体力調査の結果、

佐賀市の体力合計

点は、６～８時間睡

眠時間をとっている

生徒の体力が高い

ということが分かり

ました。 

 運動習慣の二極

化や、朝食や睡眠

などの生活習慣が

体力と関係があるよ

うです。 

  

 短すぎず長すぎな

い、自分に合った睡

眠時間を探してみま

しょう。 
 

睡眠時間が小学生８時間以上、中学生６～８時間は体力が高い傾向 
睡眠時間と体力の関係については、全国体力調査の結果から小学生は睡眠時間が８

時間以上、中学生は６～８時間の睡眠時間を確保している者の体力合計点が最も高いこ

とが分かります（図3Ⅲ_8）。したがって、睡眠時間については、運動時間と関連して体力

に影響していることが考えられます。  

図3-Ⅲ-8   1日の睡眠時間と体力合計点数との関連（平成22年度全国） 

出典 「子どもの体力向上のための取組ハンドブック」 文部科学省 

小学校                  男子                                            

中学校                      男子                                          

体
力
合
計
点
数 

体
力
合
計
点
数 
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Ⅴ 成果 

１ クイズや児童生徒のナレーションによる映像資料での保健指導は、子どもの興味関心が得

られた。 

２ 「チャレンジカード」を活用することで、学習したことを自分の生活に生かしてみようと

する意識を持たせることができた。 

３ 指導後、保護者へのお便りを通して、睡眠の大切さを啓発できた。 

 

Ⅵ 課題 

 生活習慣の知識があっても、より良い生活習慣を持続させるのは難しく、様々な機会に保健

指導を行うことが大切だと考える。学校独自で行われている生活習慣強化週間や、生徒会の協

力を得て、全校集会や文化発表会等を利用すること、また、保健学習や特別活動と連動させ、

保健指導を実施できる環境をつくることなど、効果的な保健指導の時間や場の工夫、さらによ

り良い生活習慣が持続できるような工夫が必要である。 

 さらに、教職員に生活習慣の大切さを意識させ、保護者の協力をいかに得るかについては、

今後も考える必要がある。 
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Ⅳ 研究の成果と課題 

成果 

 

① 誰にでも簡単にできる授業の実践と資料の活用。 

 「健やかな体」を育むためには欠かせない「バランスのとれた食事」「十分な睡眠」「適

度な運動」が軽視されていたり、体育の資料が不足していたり、資料があっても活用がで

きていなかったりという現状の中で、今回の研究を進めてきた。 

 小中学校が共通として、教材が児童生徒の悩みやつまずきを解消するものを実際に取り

上げながら、児童生徒が自ら主体的に活動できる授業を展開していった。誰でも簡単にで

きる授業の実践を目指し、ワークシートや学習カード、動画資料の作成に取り組み、子ど

もの健やかな体に非常に効果が期待できるものができあがったと思う。 

                                                         

② 三部会の協力体制がとれたこと。 

 新体力テストの得点表および総合評価や運動の嗜好性については、生活習慣が深く関連

しているという調査結果と各部会から出た現状を踏まえ、みんなで考えた、一つの研究テ

ーマのもと、部会と部会を超えた実践に取り組むことができた。 

 各部会が、小学校が中学校を、中学校が小学校の授業を見せ合ったり、養護部の動画資

料やアンケートを小中学校で実践してもらうような協力体制がとれた。 

 このように各部の授業を参観したり協力することで、児童生徒の生活と密接に関わり

ながらそれぞれの良さや困難さを知ることができ、それぞれの研究の深まりにつながった

と思われる。 

 

課題 

 

 一つの領域の成果をもとに、他領域の研究を進め、「生

きる力」の一つの要因である「健やかな体」の研究を深

めていきたい。   

 「健やかな体」を育むためには、基本的な生活習慣の確立を目指した上で、なおかつ小・

中学校の授業に於いても、今回同様同じ種目での研究に取り組み、室内競技から屋外競技

種目への授業実践に目を向け、アンケート項目の検討など、児童生徒の９年間の変容を見

据えた研究を進めていきたいと考えている。 

 

 

－36－



    研 究 同 人 一 覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２７年度    佐賀市教育研究所     課題研究部  

 

所 長  佐賀市教育委員会学校教育課      課 長   中村祐二郎   

顧 問  佐賀市立三瀬小学校          校 長   儀間 恒二 

顧  問  佐賀市立鍋島小学校          養護主幹  権藤 順子 

 

所 員  小学校体育   佐賀市立日新小学校      教諭  野崎 慎悟 

所 員  小学校体育      佐賀市立高木瀬小学校    教諭  戸高 俊彦    

所 員  小学校体育   佐賀市立開成小学校     教諭  大串 郁子 

所 員  小学校体育   佐賀市立東与賀小学校    教諭  高木 勝己 

所 員  中学校体育   佐賀市立成章中学校     教諭  森 千恵子 

所 員  中学校体育   佐賀市立城南中学校     教諭  笹谷 利和 

所 員  中学校体育   佐賀市立城西中学校     教諭  岩本 由紀 

所 員  中学校体育   佐賀市立城北中学校     教諭  古川 浩之 

所 員  養護 教諭   佐賀市立赤松小学校   養護教諭  藤本 亮子 

所 員  養護 教諭   佐賀市立川副中学校   養護教諭  藤瀬 匡太  

 

事務局     佐賀市教育委員会学校教育課   指導主事  橋口 繁美 

事務局     佐賀市教育委員会学校教育課   嘱託職員  宮地 好幸 
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あ と が き 

 

 平成２７年度、課題研究部では研究主題「体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自

らの健康・体力向上に向かったりする児童生徒の育成 ～特性に触れる楽しさを大切にした授

業づくりと健康・体力づくりの取り組みを手立てとして～」に向けての取り組みをスタートす

ることになりました。 

 体育は児童生徒が好きな教科の一つです。特性に触れた体育の授業では、運動の爽快感を味

わうことができます。体力や技能の向上を実感することできます。友達と共に学び合い、高め

合うことができます。しかしながら、昨今体育を校内研究の教科にすえている学校は皆無です。

「さがの体育」を多くの学校で研究・実践していた頃の姿は見られなくなりました。多くの業

務を抱えた中、若手の先生が学校内で体育の指導法の質問をすることも少なくなったように感

じていました。 

 先ごろ、大阪市がタワーやピラミッドなどの組み立て体操の実施を中止する決定をしました。

また、千葉県柏市でも組み体操を運動会の種目からはずす方向性を打ち出しました。文科省も

事故防止の指針を打ち出す予定であると報道されました。これらの社会の動きは、学校での度

重なる負傷事故によるものです。なぜ、このような事故が起きたのか考えてみたとき、児童生

徒の体力や技能の実態に応じた指導内容であったのか、器械運動や体つくり運動の内容や指導

段階などの教材研究が十分なされていたのか、という疑問が出てきます。 

 このような体育に関わる状況の中に、佐賀市教育研究所が課題別研究において、体育科の研

究を指定していただいたことは大変ありがたいことでした。 

 研究にあたっては現在の学校体育・保健の実態について協議したうえで研究主題を設定しま

した。そして、小学部、中学部、養護部の３部会に別れ、それぞれが研究主題を受けて授業構

想をねり、授業実践を行いながら次のような研究を進めていきました。 

小学部会：教職経験３年～６年の若手の先生方で構成された所員でした。体育の授業の基礎基

本を学びながら、①運動の特性に触れながら主体的に活動する指導法の工夫、②運

動量を確保した学習過程の設定、③安全面を配慮した指導法のポイントについて、

確かな手ごたえをつかむことができた。 

中学部会：保健体育科の中堅の先生方で構成された所員でした。学習カードの工夫やＩＣＴの

活用などを通して、①苦手な生徒・嫌いな生徒が意欲的に取り組む指導の工夫②技

術の向上を目指して主体的に活動する指導法の工夫、③十分な運動量の確保につい

て実践を行い、成果を得ました。 

養護部会：生活習慣を振り返り、改善を図る保健指導を目的に、１年目は「睡眠」に焦点を当

て、ＩＣＴを活用した教材を作成し授業実践を行いました。分かりやすく、子ども

たちの実態に応じた教材になったと好評でした。 

また、小学部と中学部が互いに授業を参観し合いながら相互理解することや小中９年間を見

通した指導についての理解も深めていくことができました。養護部の検証授業では小・中の部

員も参観した後、自分の学校でも授業実践して意見・感想を伝えるなど、平素は交流の少ない

部会が互いの研究を深めていく協力体制がとれたことも大きな成果だと考えています。 

 最後に、課題解決に向けて懸命に取り組んでいただいた所員の先生方に敬意を表するととも

に、本研究の成果が各学校や先生方の取り組みの一助になることを願っています。 

 

佐賀市教育研究所 課題研究部顧問 儀間 恒二 
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